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空飛ぶ捜索医療団“ARROWS”は、大規模災害の被災地で救助・救命

活動から復旧復興支援まで行う、医療を軸とした災害緊急支援プロ

ジェクト。国内外のさまざまな社会問題に取り組むNGO「ピースウィ

ンズ・ジャパン（以下、PWJ）」が展開する一事業として、2019年に

広島県を本拠地に始動しました。医師や看護師、レスキュー隊員、災

害救助犬などが被災地に赴き、自治体や病院、企業、軍関係などと連

携しながら、必要な支援を最適な形で届けています。また、レスキュー

に欠かせない救助犬育成、犬の保護活動なども行っています。

機動力と連携力で支援を届ける
一秒でも早く、一人でも多く

ピースウィンズ・ジャパン 災害緊急支援プロジェクト

  空飛ぶ捜索医療団“ARROWS”
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本誌記事に関するお問い合わせはコーポレート・コミュニケーション室までお願いします

被災地での探索活動に挑む「夢之丞（ゆめのすけ）」。殺処分寸前に
救われ、約4年の訓練を経てチーム初の災害救助犬として活躍

社員と会社の共同寄付制度「マッチングギフトプログラム」の
寄付先を連載で紹介します

平時から訓練を繰り返すことで、災害時の迅
速な支援が可能に。当社からの寄付は、毎月行
われる訓練に活用されている

民間にしかできないスピーディーな災害支援
に輸送手段は欠かせない。ヘリコプターの他、
航空機や船なども自前で所有している

2023年2月、トルコ・シリア地震の発災当日
に日本から医師などの緊急支援チームを派遣
し、支援活動に当たっている

PWJが取り組むフェアトレードのコーヒーを前に、取材に快く応じてくれた広報担当

の町 浩一郎さんと武田いづみさん。「大林組さんの寄付で重要な訓練ができ、活動が

支えられています。本当にありがとうございます」と感謝の言葉があった。二人とも

以前は企業で働いていたが、社会貢献への強い関心から転職したそうだ。町さんは最

近、ウクライナ支援のために隣国モルドバで活動後、大地震に見舞われたトルコに直

行し、2週間活動した。「あなたが行かなくてもと家族に言われても、いの一番に駆け

付けたいんです」という力強い言葉が印象的だった。私たちの寄付が彼らの日々の訓

練に使われ、災害支援につながっていくことを実感した。 （大西果帆）左から武田さん、町さん

“ARROWS”の紹介動画  「夢之丞」の紹介動画
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申し込み方法や寄付実績などは「店別お知らせ」欄下の「マッチングギフトプログラム」に掲載しています。
問い合わせ先：donation@ml.obayashi.co.jp詳細はイントラネットで


